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５月１７日（日）、多賀小学校で西部区の自主防災
訓練が行われ、約１２０人が参加しました。
災害発生を想定して、公園や防災広場に一時避

難として集合したあと、多賀小学校まで移動し、
その後、起震車による震度体験や、煙が充満した
部屋で手探りで出口を探す訓練を行ったほか、京
田辺市消防本部井手分署の署員による応急手当
やAEDの講習会、住宅火災警報器に関するビデ
オ上映などが行われました。

広報

助助け合う気持ちを大切助け合う気持ちを大切にに
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の
授
業
風
景
を
地
域
の
方
に
自
由

に
見
学
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
泉

ヶ
丘
中
学
校
が
年
１
回
開
催
し
て

い
る
も
の
で
、
８
日
は
午
前
中
に

公
開
授
業
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
午

後
か
ら
は
井
手
・
多
賀
小
学
校
の

６
年
生
を
対
象
に
部
活
動
の
体
験

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
９
日

に
は
、
公
開
授
業
の
ほ
か
、
新
入

生
の
保
護
者
を
対
象
に
学
校
説
明

会
も
同
時
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

４
月

日
（
土
）、
山
城
勤
労
者

２５

福
祉
会
館
で
Ｉ
Ｄ
Ｅ
ゆ
う
ゆ
う
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
開
始
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

開
始
式
に
は
、
町
内
の
子
ど
も

た
ち
約

名
と
ス
タ
ッ
フ
約

名

６０

４０

が
参
加
し
、
奥
西
康
人
運
営
委
員

長
や
松
田
定
教
育
長
の
あ
い
さ
つ

いい で の ま ち かい で の ま ち か どど

ウオ
ッ チン

グ

の
読
み
聞
か
せ
や
、
ペ
タ
ン
ク
・

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
と
い
っ
た
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
、
ま
た
、
折
り
紙
や
け

ん
玉
な
ど
の
伝
承
遊
び
か
ら
、
科

学
実
験
ま
で
、
多
様
な
体
験
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
会
場
は
子
ど

も
た
ち
の
に
ぎ
や
か
な
声
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

「
き
ら
き
ら
ラ
ン
ド
」は
毎
週
水

曜
日
の
放
課
後
と
第
２
、
４
土
曜

日
の
午
前
中
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

５
月
８
日
（
金
）
と
９
日
（
土
）

の
２
日
間
、
泉
ヶ
丘
中
学
校
で
オ

ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
が
開
講
さ
れ
ま

し
た
。

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
は
中
学
校

５
月
９
日
（
土
）、
大
正
池
グ
リ

ー
ン
パ
ー
ク
で
森
林
保
全
活
動
体

験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
井
手
町
豊
か
な
緑

と
清
流
を
守
る
協
議
会
（
中
坊
睦

会
長
）
の
指
導
の
も
と
、
オ
ム
ロ

ン
株
式
会
社
の
社
員
ら
が
樹
木
の

除
伐
作
業
の
手
順
や
注
意
点
な
ど

の
説
明
を
受
け
、
除
伐
す
る
樹
木

５
月

日
（
水
）、
多
賀
小
学
校

１３

で
放
課
後
子
ど
も
教
室
「
き
ら
き

ら
ラ
ン
ド
」（
森
田
正
弘
委
員
長
）

の
開
講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
講
式
に
は
児
童

名
が
参
加

２５

し
、
森
田
委
員
長
や
松
田
教
育
長

が
あ
い
さ
つ
し
た
あ
と
、
運
営
委

員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
絵
本

５
月

日
（
火
）、
ま
ち
づ
く
り

１９

セ
ン
タ
ー
椿
坂
で
玉
川
保
育
園
の

年
長
組
の
園
児

名
が
陶
芸
体
験

３３

を
行
い
ま
し
た
。

体
験
は
、
陶
芸
工
房
山
吹
（
森

田
儀
春
代
表
）
の
指
導
の
も
と
に

行
わ
れ
、
園
児
た
ち
は
コ
ッ
プ
や

お
茶
碗
な
ど
の
作
品
づ
く
り
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
も
き
ら
き
ら
ラ
ン
ド
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

Ｉ
Ｄ
Ｅ
ゆ
う
ゆ
う
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
開
始
式

泉
ヶ
丘
中
学
校
オ
ー
プ
ン

ス
ク
ー
ル

大
正
池
で
森
林
保
全
活
動
体
験

玉
川
保
育
園
の
園
児
ら
が
陶
芸

体
験

伐採した木を切り分ける参加者

授業風景を見学する参加者

ストラックアウトに挑戦する参加者

みんなで準備運動

を
切
り
倒
し
、
一
定
の
長
さ
に
切

り
分
け
て
運
び
出
す
作
業
や
、
そ

れ
ら
の
除
伐
材
を
堆
肥
化
さ
せ
る

た
め
に
破
砕
機
を
使
っ
て
細
か
い

チ
ッ
プ
に
砕
く
作
業
な
ど
を
体
験

し
ま
し
た
。

オ
ム
ロ
ン
株
式
会
社
は
、
社
会

貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
官
民
連

携
に
よ
る
森
林
保
全
活
動
で
あ
る

京
都
モ
デ
ル
フ
ォ
レ
ス
ト
運
動
に

参
加
し
、
平
成

年
度
か
ら
大
正

１９

池
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
内
の
山
林
で

森
林
保
全
管
理
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特大の絵本の読み聞かせに聞き入る児童ら

に
続
い
て
、
指
導
に
当
た
る
ス
タ

ッ
フ
が
紹
介
さ
れ
た
あ
と
、
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
や
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
ス
ト
ラ

ッ
ク
ア
ウ
ト
な
ど
、

種
目
の
体

１１

験
コ
ー
ナ
ー
が
開
か
れ
、
参
加
し

た
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
好

み
の
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
ま
し

た
。
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井
手
町
商
工
会
通
常
総
会

５
月

日
（
水
）、
井
手
町
商
工

２０

会
館
で
井
手
町
商
工
会
第

回
通

４９

常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
会
員
ら
約

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

５０
総
会
に
先
立
ち
、
商
工
祭
で
開

催
さ
れ
る
ド
ボ
コ
ン
な
ど
に
多
年

に
わ
た
り
協
力
し
た
企
業
に
対

し
、
奥
村
康
彦
会
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
た
後
、
奥
村
会
長
の
あ

い
さ
つ
や
山
城
広
域
振
興
局
長
や

汐
見
町
長
ら
来
賓
の
祝
辞
に
続
い

て
、
予
算
案
や
事
業
計
画
な
ど
の

承
認
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
改
選
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

今
回
の
役
員
改
選
で
５
期

年
１３

に
わ
た
り
会
長
を
務
め
て
こ
ら
れ

た
奥
村
康
彦
会
長
が
退
任
し
、
新

会
長
に
小
川
幸
一
さ
ん
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

新
会
長
に
選
出
さ
れ
た
小
川
さ

ん
は
「
今
日
、
商
工
業
者
を
取
り

巻
く
状
況
は
大
変
厳
し
く
、
こ
ん

な
時
に
こ
そ
地
域
の
経
済
団
体
と

し
て
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
こ
の

厳
し
い
情
勢
を
切
り
開
い
て
い
く

事
業
運
営
を
進
め
て
い
く
の
で
、

今
後
も
関
係
機
関
の
皆
さ
ん
の
ご

指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。」と
所
信通常総会の様子

挨拶を述べる奥村会長

井
手
町
体
育
協
会
新
会
長
に

山
本
一
男
さ
ん

４
月
３
日
（
金
）
に
行
わ
れ
た

井
手
町
体
育
協
会
総
会
に
お
け
る

役
員
改
選
で
、

年
間
に
わ
た
り

１６

会
長
を
務
め
ら
れ
た
奥
田
武
彦
会

長
が
退
任
さ
れ
、
新
会
長
に
山
本

一
男
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

山
本
さ
ん
は
、
同
体
育
協
会
で

平
成
元
年
～
平
成

年
ま
で
監
事

１２

や
庶
務
を
務
め
ら
れ
た
あ
と
、
平

成

年
か
ら
副
会
長
を
８
年
間
務

１３
め
ら
れ
ま
し
た
。

新会長の山本一男さん

３
校
で
手
を
つ
な
ご
う

ジ
ョ
イ
ン
ト
・
ア
ッ
プ
合
同
会
議

５
月

日
（
金
）、
泉
ヶ
丘
中
学

２２

校
で
井
手
・
多
賀
小
学
校
と
泉
ヶ

丘
中
学
校
の
生
徒
会
・
児
童
会
の

合
同
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
は
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
ア
ッ

プ
合
同
会
議
と
称
し
、
３
校
の
効

果
的
な
連
携
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
各
校
の

生
徒
会
・
児
童
会
で
の
取
組
み
報

告
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
各
校
か
ら
約

名
２０

の
生
徒
が
集
ま
り
、
参
加
し
た
生

徒
は
「
他
校
の
話
を
聞
い
て
、
す

べ
て
の
行
事
が
良
い
と
思
っ
た
の

で
、
是
非
や
っ
て
み
た
い
」「
い
ろ

ん
な
取
り
組
み
を
知
る
こ
と
が
出

来
、
大
変
参
考
に
な
っ
た
」
な
ど

の
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

泉ヶ丘中学校の取り組み報告

５
月

日
（
日
）、
た
く
み
の
里

２４

で
「
新
緑
の
さ
と
山
ま
つ
り
！
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
平
成

年
４

１８

月
の
大
正
池
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
合

わ
せ
て
１
回
目
が
開
催
さ
れ
た
あ

と
、
毎
年
、
春
と
秋
２
回
開
催
さ

れ
、
今
回
で
７
回
目
を
迎
え
ま

す
。会

場
で
は
、
た
く
み
の
里
で
日

ご
ろ
か
ら
活
動
し
て
い
る
８
組
以

外
に
外
部
か
ら
の
出
店

組
が
加

１５

わ
っ
た
計

組
の
出
店
が
行
わ

２３

れ
、
陶
器
や
木
工
品
な
ど
の
工
芸

品
の
販
売
や
草
木
染
体
験
な
ど
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
手
打
ち
そ
ば
、

カ
レ
ー
、
み
た
ら
し
団
子
、
ケ
ー

キ
、
ぜ
ん
ざ
い
な
ど
が
販
売
さ

た
く
み
の
里
で
「
新
緑
の
さ
と

山
祭
り
！
」

大勢の来場者で賑わう会場

れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

た
く
み
の
里
で
竹
炭
づ
く
り
を

さ
れ
て
い
る
永
田
寛
治
さ
ん
は

「
以
前
は
、
年
配
の
方
が
多
く
来

場
さ
れ
て
い
た
が
、
最
近
は
若
い

方
も
大
勢
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
出
店
者
数
も

年
々
増
え
て
き
て
い
ま
す
。」と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

祝辞を述べる汐見町長 作陶に夢中の園児たち
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葛
４月２０日（月）、役場で井手町緊急雇用創出事業検討委員
会が開かれました。
検討委員会は、国の雇用交付金を活用して実施する緊急
雇用対策について、井手町にとって必要な事業を実施する
ために設置されたもので、町内で活動されている各種団体
や商工会の代表者１８人を迎えて開催されました。
会議では、観光案内や郷土食の特産品化、竹林環境整備な
ど、様々な意見が出されました。

滑
４月２６日（日）、南谷川でホタルの幼虫と、餌となるカ
ワニナの生息調査が行われました。
調査には井手町源氏ボタルの保護に関する協議会（松尾

昌利会長）と、IDEゆうゆうスポーツクラブの子どもたち
約２０名が参加したほか、京都府立大学の吉安裕先生も参
加し、ホタルやカワニナをはじめとする南谷川の生物に
ついて子どもたちに解説しました。
調査の結果、水中でのホタルの幼虫は確認されず、すで

に羽化に備えて上陸しているという結果となりました。

４月２８日（火）、玉川保育園児３７人と井手小学校の３年生
４７人が、たけのこ堀り体験を行いました。
体験では、地面から少しだけ顔をのぞかせている竹の子
の周りをスコップで慎重にほっていき、先生らと協力しな
がらたくさんの竹の子を収穫しました。

葛

滑
４月２８日（火）、多賀小学校で交通安全教室が全児童対象
に行われ、児童たちは自転車の正しい乗り方・走り方につ
いて実技を交えて学びました。
教室は田辺署と綴喜地域交通安全活動推進協議会の指

導のもとに行われ、交通ルールや自転車のマナーなどにつ
いての講義を行ったあと、グラウンドで実際に自転車に乗
りながら、安全確認・乗車姿勢・ブレーキのかけ方などに
ついての実技指導が行われました。
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５月１３日（水）、玉泉苑で井手町老人クラブ連絡協議会
（二木昭男会長）の総会が開催されました。
総会では平成２０年度の事業報告や決算報告、平成２１年

度事業計画案などが承認されました。
二木会長はあいさつの中で、「私たちを取り巻く環境
は、社会保障や免許証の問題など、一段と生活しにくい
ものになってきていますが、各地区で６５歳以上になられ
た方がいれば、老人クラブの活動に参加していただける
よう積極的に声をかけて下さい。」と、出席した各地区の
代表らに会員増強を呼び掛けました。

葛

滑
５月２０日（水）、てん茶の生産に追われる多賀第

２製茶組合（辻井一彦会長）の製茶工場を汐見町
長と大和田参与が激励訪問しました。
同工場では、５月中旬から６月初旬まで２４時間

体制で生産が続けられます。
辻井組合長は、「今年の茶葉は香りが強く、上々

の出来です。」と語っておられました。

滑
５月８日（金）、京田辺市消防本部井手分署で普通救命講
習会が行われました。
講習会には玉川保育園、多賀保育園の職員約１０名が参加

し、署員から止血等の応急手当や人工呼吸・胸骨圧迫の方
法、AEDの捜査方法などの指導を受けました。
講習会は５月中に３回開催され、合計３０名の保育園職員
が受講しました。

定
額
給
付
金
等
の
申
請

は
お
済
み
で
す
か

定
額
給
付
金
及
び
子
育
て
応

援
特
別
手
当
の
申
請
書
は
３
月

に
全
世
帯
に
お
送
り
し
ま
し
た

が
、
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方

は
、
な
る
べ
く
早
く
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。（
申
請
期
限
：

平
成

年
９
月

日
）。

21

16

供
申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
僑

供
申
請
書
を
紛
失
し
た
僑な
ど
の

ご
相
談
が
あ
れ
ば
役
場
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な

お
、
２
月
１
日
以
降
に
井
手
町

に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
前
の
市

町
村
か
ら
給
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ

‐
６
１
６
１
）
ま
で

８２

定
額
給
付
金
詐
欺
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
！
！

役
場
か
ら
、
給
付
の
た
め
の

手
数
料
を
求
め
た
り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ

（
現
金
自
動
預
払
機
）の
操
作
を

お
願
い
し
た
り
す
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

不
審
な
電
話
、
郵
便
、
訪
問

が
あ
っ
た
ら
役
場
又
は
警
察
署

へ
。
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児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
へ

「
現
況
届
」
の
提
出
は
６
月
中
で

す
。児

童
手
当
の
現
況
届
は
、
受
給

者
の
前
年
の
所
得
状
況
と
、
６
月

１
日
現
在
の
家
庭
で
の
児
童
養
育

の
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手
当
を

引
き
続
き
受
け
る
資
格
が
あ
る
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。
こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と

６
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
必
ず
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
の
提
出
対
象
者
は
、
小

学
校
６
年
生
ま
で
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方
で
、
前
年
の
所
得
が

一
定
額
未
満
の
場
合
に
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

届
出
に
必
要
な
添
付
書
類
は
、

受
給
者
が
会
社
員
等
で
、
職
場
の

年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
る
場
合

は
、
受
給
者
の
健
康
保
険
証
の
写

し
、
今
年
の
１
月
２
日
以
降
に
井

手
町
に
転
入
さ
れ
た
方
は
１
月
１

日
現
在
お
住
ま
い
で
あ
っ
た
市
町

村
が
発
行
す
る
「
平
成

年
度
児

２１

童
手
当
用
所
得
証
明
書
」
も
必
要

と
な
り
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
福
祉

課
（
℡

‐
６
１
６
４
）
ま
で

８２

ひ
と
り
親
家
庭
い
き
い
き

ふ
れ
あ
い
事
業
の
お
知
ら
せ

土金木水火月日
2019181716156/14

さんさん会（OP）
リトミック

（支援センター）

さんさん会
（支援センター）

とことこ広場
七夕飾りを作ります
（支援センター）

いづみ保育園園庭開放日
たけのこ広場
(多賀保育園)

おでかけ広場
（人権交流センター）

井手地区

27262524232221
ぴよぴよ広場

七夕飾りを作ります
（支援センター）

さんさん会
（玉泉苑）

よちよち広場
七夕飾りを作ります
（支援センター）

たけのこ広場
(多賀保育園)

おでかけ広場
（西部公民館）
多賀地区

4327/1302928
さんさん会

（支援センター）
玉川保育園園庭開放日
たけのこ広場
(多賀保育園)

子育て講座
（小児救命講習会）

111098765
さんさん会

（支援センター）

子育てサークルの紹介活動
さんさん会：午前10時～12時（妊婦～3歳位の子どもとその保護者）

代表：乾（090‐3865‐2585）
たけのこ広場：午前10時30分～12時（未就園児の子どもとその保護者）

代表：巽（82‐2436）
ベジッ子クラブ：午前9時３０分～12時（食育に興味のある方）

代表：平間（090‐5367‐0397）
わらびー（わらべうたサークル）：妊婦さんから上限なし

代表：桔梗（080‐3113‐8637）
＊初めての方は、代表まで連絡をしてください。

子育て講座のお知らせ
●京田辺市消防署井手分署の署員による小児救命講習会を開催します。

日 時 ： ６月２９日（月） AM１０:３０~１２:００

場 所 ： 井手町子育て支援センター

※事前予約が必要です。（子ども同伴でも参加できますよ。）

各広場の対象 場所：子育て支援センター

＊とことこ広場 ：１才半～就学前の子どもとその保護者

＊よちよち広場 ：７ヶ月～１歳半位の子どもとその保護者

＊ぴよぴよ広場 ：妊婦～６ヶ月位の子どもとその保護者

＊おでかけ広場 ：妊婦～就学前の子どもとその保護者

子育て支援センターからのお知らせ

親子で一緒に遊んだり、育児の情報交換や相談のできる場として｢井手町子育て支援センター｣を開設しています。

子育て支援センターは玉川保育園内にあり、月曜日～金曜日（午前９時半～午後４時）にご利用できますので、いつ

でも気軽にあそびにきてください。 お問い合わせは、子育て支援センター（ＴＥＬ82‐2232）まで

6・7月の事業 時間：午前10時～正午

綴
喜
連
合
母
子
会
で
は
、
ひ
と

り
親
家
庭
の
子
供
達
と
親
御
さ
ん

に
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
次
の
行
事
を
計
画
い

た
し
ま
し
た
の
で
、
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次

の
申
込
み
先
へ
ご
連
絡
を
お
願
い

(

し
ま
す
。
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、
参
加
を
お
断
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。)

日
時
／
７
月

日
（
日
）
雨
天
決
行

２６

行
き
先
／
な
ば
な
の
里
と
長
島
ス

パ
ー
ラ
ン
ド

参
加
費
／
大
人
（
高
校
生
以
上
）

２
，
５
０
０
円
、
小
・
中
学
生

１
，
５
０
０
円
、
幼
児

無
料

申
し
込
み
締
切
／
７
月
７
日（
火
）

参
加
要
件
／
井
手
町
在
住
の
母

子
・
父
子
世
帯
の
方

申
込
み
先
／
井
手
町
わ
か
ば
会
会

長
（
℡

‐
４
３
８
５
）

８２

井
手
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
８２

‐
３
４
９
９
）

日
曜
・
祝
日
の
応
急
診
療

〈内科・小児科〉
京田辺市休日応急診療所
診療受付時間：午前８時３０分～午後２時３０分

TEL０７７４-６３-２６６２
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禍

花

稼
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箇
箇
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箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
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箇
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箇
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箇
箇
箇
箇
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箇
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箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

2008年度全国中学生人権作文コンテストの入賞作品から

このコンテストは、法務省と全国人権擁護委員連合会が、次代を担う中学生に人権について
の思いを作文に書いてもらうことによって、人権尊重の大切さや基本的人権についての理解を
深め、豊かな人権感覚を身につけてもらうことを目的に開催されています。
作品から伝わってくる、中学生の純粋な気持ちにふれて、人権について考えましょう。

「勇気の第一歩」

香川県・土庄町立土庄中学校２年 岡田 真奈
おかだ まな

私は，差別をうけた事はありません。なのになぜ，
差別を考えるかと言うと，私のお母さんが部落で生ま
れ育ち，さまざまな辛い思いを経験したことを聞いた
からです。
お母さんが，自分の住んでいる地域が部落だと意識
したのは，中学の頃，初めて友人の家に遊びに行った
時のことだそうです。
「おじゃまします。」と友人の家に上がった時，友人
のお父さんは心よく「どうぞ。」と言ってくれました。
いろいろと楽しく話をしているうちに「あなたはど
ちらの子供さん？」と聞かれたので答えると「そう。」と
笑顔で答えてくれたのですが，その場を立ち上がると
奥へ行き，友人のお母さんに「あの子，大丈夫？」と
言っているのが聞こえてきたそうです。
家へ帰り，両親にその出来事を話すと，自分の立場
と部落差別について聞かされ，すごくショックをうけ
たそうです。
それからは，二度とそんな思いをしたくなくて，自
然と自分に合う友人を探して遊ぶようになり，部落差
別をする人たちに反発するかのようにだんだんと不良
ぶっていったそうです。そうして，何かあるたびに
「あの子は部落だから。」と言われてきたそうです。
私から今のお母さんを見ると，私や家族のために一
生懸命がんばっている，普通の優しいお母さんです。
お母さんは言っていました。
「部落を作っているのは差別するみんなの心だよ。
部落を嫌がる人が部落を作っているんだ。」と。
部落だからあの子と遊ばないとか，部落の人はこわ
いとか，そういうことを言っている人と部落の人との
間には，必ず深い溝ができていて，あまり親しくない

ように思います。だから，人と人との輪がすごく小さ
な物にも見えます。そんなことを言わない人の輪はと
ても大きな輪ができています。
「部落の人は悪い」と言うけれど，部落でない人だっ
てまちがいや悪さはすることがあります。人の一部分
だけ見て悪い悪いと決めつけたり，一部の人だけ見て
部落の人はみんな悪いと決めつけたり，そんな偏った
物の見方，考え方で人を不幸にすることは決して許さ
れることではないのです。
また，部落差別をしている人は，部落だけでなくい

ろいろな面で人を差別して，結局自分の友だちの輪を
小さくしていっているように思います。それは，差別
されている人を不幸にするだけでなく，自分自身を不
幸にしていることになるのではないでしょうか。
私も，この作文にお母さんが部落出身と書くのはと

ても抵抗がありました。正直な気持ち，みんなに知ら
れたくないと最初は思いました。なぜ嫌なのか答えが
見つかりません。
ただ，部落だからです。
ただそれだけのことで，私は大好きなお母さんを差

別してしまうところでした。
「差別はいけない」とえらそうに思っていたけれど，
そう言っている自分の心の中にも差別の心があること
に今回初めて気がつきました。その私がお母さんに対
して，今どうすればいいのかを考えたとき，勇気をだ
してお母さんのことを書こうと決心しました。これが
今の私にできる差別をなくす第一歩です。
部落は何が違うのか。
私は今でも部落がなんなのかわかりません。だっ

て，胸をはって堂々と生きるお母さんは，私にとって
世界一のお母さんだからです。

井
手
ね
っ
と
！
で
は
、
新
規
参
加

者
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
井
手
町

在
住
・
出
身
の
方
、
ま
た
、
町
外
で

も
井
手
町
に
興
味
が
あ
る
方
は
大
歓

迎
で
す
。

井
手
ね
っ
と
！
（http://idenet.jp

）

で
自
分
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ブ
ロ
グ
）

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

ブ
ロ
グ
開
設
の
お
申
込
は
下
記
の

電
話
番
号
ま
で
。

※
ブ
ロ
グ
と
は
、
簡
単
な
方
法
で

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
が
で
き
る

「
日
記
」
風
の
サ
イ
ト
で
す
。
投
稿
し

た
記
事
に
対
し
て
コ
メ
ン
ト
を
書
き

込
め
る
の
で
、
参
加
者
同
士
で
交
流

も
で
き
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

で
き
る
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
井
手
ね
っ

と
！
運
営
委
員
会
事
務
局
（
井
手
町

企
画
財
政
課
内

℡

‐
５
２
１
２
）

８２

ま
で

「
井
手
ね
っ
と
！
ブ
ロ
グ
」

参
加
者
募
集
中
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煙
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
が
き
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
住
所
・
電
話
番
号
・
職
業
・

所
属
す
る
団
体
、
自
治
会
等
の
活
動
経
歴
、
活
動

で
き
る
範
囲
、
応
募
理
由
、
過
去
の
同
モ
ニ
タ
ー

経
験
を
書
い
て
、
〒
５
７
３
‐
１
１
９
１

枚
方

市
新
町
２
‐
２
‐

淀
川
河
川
事
務
所

担
当

１０

鉈
橋
（
℡
０
７
２
‐
８
４
３
‐
２
８
６
１
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
２
‐
８
４
１
‐
３
４
４
３
）

ス

ポ

ー

ツ

【
町
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
】

日
時
／
６
月

日
（
日
）
午
前
８
時
半
～

１４

場
所
／
井
手
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

【
町
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
】

日
時
／
６
月

日
（
日
）
午
前
９
時
半
～

２８

場
所
／
ス
ー
パ
ー
ボ
ウ
ル
城
陽

講

座
・
教

室

【
和
太
鼓
交
流
教
室
】

日
時
／
６
月

日
・
７
月
１
日
（
水
）

１７

い
ず
れ
も
、
午
後
７
時
～
９
時

場
所
／
い
ず
れ
も
、
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

【
和
太
鼓
教
室
（
サ
ー
ク
ル
）
】

日
時
／
６
月

日
・

日
（
土
）

１３

２７

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
半
～

【
和
太
鼓
教
室
】

日
時
／
６
月

日
・
７
月
４
日
（
土
）

２０

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
半
～

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
体
育
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡

‐
８２

４
１
１
２
）
ま
で

【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
６
月

日
・

日
・
７
月

日
（
金
）

１２

２６

１０

６
月
は
、
町
府
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
第
１
期
納
期
限
で
す

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
井
手
町
井
手
合
藪

）
４０

毎
週
火
曜
日（
祝
日
は
引
き
取
り
し
て
い
ま
せ
ん
）

時
間

午
前

時
５
分
～

時

分
ま
で

１１

１１

２０

煙
引
き
取
り
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

京
都
府
生
活
衛
生
課
（
℡
０
７
５
‐
４
１
４
‐
４
７
６
３
）

井
手
町
役
場
産
業
環
境
課
（
℡

‐
６
１
６
８
）

８２

＊
ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
新
し

い
飼
い
主
を
探
し
て
く
だ
さ
い
。
ペ
ッ
ト
も
大
切

な
家
族
の
一
員
で
す
。
愛
情
を
も
っ
て
終
生
飼
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
を
！

お
年
寄
り
か
ら
若
者
ま
で
年
齢
に
関
係
な
く
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

（
被
害
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
）

煙
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
に
は
応
じ
な
い

煙
振
り
込
め
と

言
わ
れ
た
時
は

ま
ず
確
認

煙
す
ぐ
に
振
り
込
ま
な
い

一
人
で
振
り
込
ま
な
い

煙
振
り
込
む
前
に

誰
か
に
相
談

田
辺
警
察
署
（
℡

‐
０
１
１
０
）

６３

救
命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

日
時
／
７
月
５
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

場
所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署

会
議
室

定
員
／

名
程
度

１０

参
加
費
／
無
料

受
付
期
限
／
７
月
４
日
（
土
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分

署
（
℡

‐
３
０
０
０
）
ま
で

８２

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
の
募
集

煙
期
間

８
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で（

ヶ
月
間
）

１１

煙
応
募
資
格

木
津
川
（
三
川
合
流
点
付
近
か
ら

笠
置
橋
付
近
）
に
お
住
ま
い
の

才
以
上
の
方

２０

煙
謝
礼

４
，５
０
０
円
／
月
程
度

煙
応
募
期
限

７
月

日
ま
で

１５

日
投
票
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

２１
こ
の
選
挙
に
よ
っ
て
６
名
の
農
業
委
員
が
選
出

さ
れ
、
選
任
に
よ
る
５
名
と
合
わ
せ
て

名
の
定

１１

数
に
よ
っ
て
農
業
委
員
が
構
成
さ
れ
ま
す
。

煙
選
挙
権
と
被
選
挙
権

①
井
手
町
農
業
委
員
会
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者

②
年
齢
が
満

歳
以
上
の
者

２０

③

ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作
の
業
務
を
営

１０
む
者
、
ま
た
は
こ
の
同
居
の
親
族
、
そ
の
配
偶
者
（
同

居
の
親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
に
つ
い
て
は
、
年
間

日
以
上
の
耕
作
の
業
務
に
従
事
す
る
者
）

６０煙
立
候
補
届
出
期
間

６
月

日
の
午
前
８
時

分
か
ら
午
後
５
時
ま

１６

３０

で
。
郵
便
に
よ
る
こ
と
な
く
、
選
挙
管
理
委
員
会

に
直
接
文
書
で
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

煙
投
票
所

第
１
投
票
区

自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
（
大
字
井
手
及
び
田

村
新
田
の
有
権
者
）

第
２
投
票
区

多
賀
小
学
校
体
育
館
（
大
字
多
賀
の
有
権
者
）

期
日
前
投
票
所

井
手
町
役
場

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
井
手
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
℡

‐
６
１
６
１
）

８２飼
育
犬
・
猫
の
引
き
取
り
が
有
料
に

な
り
ま
す

７
月
１
日
か
ら
手
数
料
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

煙
引
取
手
数
料

犬
又
は
猫

２
，０
０
０
円
／
１
頭
（
匹
）

＊
生
後

日
以
上
の
犬
・
猫
１
頭
（
匹
）
に
つ
き

９１

犬
又
は
猫

２
，０
０
０
円
／

頭
（
匹
）
ま
で

１０

＊
生
後

日
以
内
の
犬
・
猫

頭
（
匹
）
ま
で
ご
と

９０

１０

に
つ
き

煙
引
き
取
り
場
所
・
日
程

経
済
セ
ン
サ
ス
ー
基
礎
調
査
に

ご
協
力
を

７
月
１
日
、
平
成

年
経
済
セ
ン
サ
ス
ー
基
礎

２１

調
査
が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
調
査
の
結
果

は
、
国
、
都
道
府
県
、
市
区
町
村
が
地
域
開
発
や

都
市
計
画
な
ど
私
た
ち
の
生
活
を
よ
り
良
く
す
る

た
め
に
必
要
な
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。
調
査
方

法
は
、
６
月
か
ら
調
査
員
が
お
伺
い
し
て
直
接
調

査
票
を
配
布
・
回
収
す
る
方
法
が
主
と
な
り
ま
す

が
、
一
部
に
つ
い
て
は
総
務
省
、
都
道
府
県
も
し

く
は
市
区
町
村
か
ら
郵
送
等
に
よ
り
調
査
票
を
配

布
・
回
収
す
る
方
法
で
行
い
ま
す
。
調
査
票
が
届

き
ま
し
た
ら
、
必
ず
お
受
け
取
り
に
な
っ
て
、
も

れ
な
く
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
調
査
員
が
お
伺
い
し

た
場
合
は
、
必
ず
「
調
査
員
証
」
を
携
行
し
て
い

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。投

票
日
は
６
月

日（
日
）井
手
町

２１

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

本
年
６
月

日
に
任
期
が
満
了
す
る
井
手
町
農

２９

業
委
員
会
委
員
の
一
般
選
挙
は
６
月

日
告
示
、

１６
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場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

《
３
歳
児
健
診
》

日
時
／
６
月

日
（
金
）

１２

対
象
／
Ｈ

・
・８
か
ら
Ｈ
・１・１
生
ま
れ

１７

１０

１９

《
１
歳
半
健
診
》

日
時
／
７
月
６
日
（
月
）

対
象
／
Ｈ
・
・９
か
ら
Ｈ
・１・５
生
ま
れ

１９
１１

２０

《
乳
児
健
診
》

日
時
／
６
月
１
日
（
月
）

対
象
／
Ｈ
・１・３
か
ら
Ｈ
・３・４
生
ま
れ

２１

２１

受
付
／
い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
、
保
健
セ
ン
タ
ー

【
予
防
接
種
・
集
団
接
種
】

《
Ｂ
Ｃ
Ｇ
》

日
時
／
６
月

日
（
火
）

２３

受
付
／
午
後
２
時
～
２
時

分
４５

＊
母
子
手
帳
と
予
診
票
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い

＊
「
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
毎
回
必
ず
読

ん
で
く
だ
さ
い

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

各

種

相

談

【
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
】

日
時
／
６
月

日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

２２

場
所
／
玉
泉
苑

【
心
配
ご
と
相
談
】

日
時
／
６
月

日
・
７
月
６
日
（
月
）

１５

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
い
ず
れ
も
、
玉
泉
苑

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
６
月

日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

２２

場
所
／
玉
泉
苑

６
月
は
、
井
手
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
月
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
半
～
３
時

持
ち
物
／
運
動
の
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／
６
月

日
・

日
・
７
月

日
（
金
）

１２

２６

１０

い
ず
れ
も
、
午
前

時
～
正
午

１０

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ペ
ン
習
字
》

日
時
／
６
月

日
（
木
）・

日
（
火
）

１１

２３

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
半
～
３
時

《
手
芸
教
室
（
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
）》

日
時
／
６
月

日
（
月
）・
７
月
３
日
（
金
）

２２

い
ず
れ
も
、
午
後
６
時
半
～
９
時

《
手
芸
教
室
（
ビ
ー
ズ
）》

日
時
／
６
月

日
・
７
月
９
日
（
木
）

２５

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
半
～
３
時
半

【
ボ
ク
サ
ビ
ク
ス
教
室
】

日
時
／
６
月

日
（
水
）
午
後
７
時

分
～
８
時

分

１７

１５

４５

【
パ
ワ
ー
ヨ
ガ
教
室
】

日
時
／
７
月
１
日
・
８
日
（
水
）

い
ず
れ
も
、
午
後
７
時

分
～
８
時

分

１５

４５

【
い
づ
み
ふ
れ
あ
い
学
級
】

日
時
／
６
月

日
（
月
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２９

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡

‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
天
文
台
】

日
時
／
６
月

日
（
金
）
午
後
８
時
～
９
時
半

１２

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

煙
申
し
込
み
は
不
要
で
す

煙
雨
天
曇
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す

煙
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
子
様
だ
け

の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡

‐
５

８２

７
０
０
）
ま
で

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
涼
し
い
夏
の
お
菓
子
）】

＊
心
配
ご
と
相
談
は
、
毎
週
月
曜
日
（
月
４
回

第
１
・
３
・
４
は
、
玉
泉
苑
、
第
２
は
賀
泉
苑
）
に

開
設
し
て
い
ま
す
。（
第
５
月
曜
日
と
祝
日
に
あ
た

る
月
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
）

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
総
合
健
康
相
談
】

日
時
／
６
月

日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２６

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
》

日
時
／
７
月
８
日
（
水
）

受
付
／
午
前
９
時
半
～

時
半

１０

場
所
／
西
部
公
民
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）
】

日
時
／
６
月

日
（
火
）
午
前

時
半
～
午
後
２
時

２３

１０

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡

‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
障
害
者
相
談
】

日
時
／
６
月

日
（
火
）
午
後
１
時
半
～
４
時

２３

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福
祉
課
（
℡

‐
６

８２

１
６
５
）
ま
で

日
時
／
６
月

日
（
水
）
午
後
１
時
半
～

１７

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／

歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の
あ
る
方

６０

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月

日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
だ

２０

よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳
し
い
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

健

康

【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
６
月

日
・
７
月
９
日
（
木
）

１１

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
７
月
２
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
い
ず
れ
も
、

歳
以
上

６５

【
楽
笑
健
康
づ
く
り
教
室
】

日
時
／
６
月

日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２５

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

子

育

て

【
わ
く
わ
く
広
場
】

日
時
／
６
月

日
（
木
）
午
前
９
時
半
～
正
午

２５

場
所
／
玉
泉
苑

＊
毎
月
第
４
木
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
離
乳
教
室
】

日
時
／
６
月
９
日
（
火
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半
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煙
雑
誌
は
１
人
５
冊
、
２
週
間

煙
視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、
１
週
間

☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介

６
月

煙
一
般
書

「
ド
ン
ナ
・
マ
サ
ヨ
の
悪
魔
」
村
田
喜
代
子

「
用
も
な
い
の
に
」

奥
田
英
朗

「
さ
れ
ど
時
は
過
ぎ
行
く
」
北
方
謙
三

「
貧
困
の
僻
地
」

曽
野
綾
子

「
玩
具
の
言
い
分
」

朝
倉
か
す
み

「
斜
光
の
午
後
」
上
・
下

白
川
道

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】
４
月
～
９
月

午
前

時
～
午
後
６
時

１０

☆
６
月
・
７
月
の
休
館
日

６
月

～

・

・

１５

２２

２５

２９

７
月
６
・

・

・

・

１３

２１

２７

３０

※
６
月

日
～
６
月

日
は
特
別

１５

２１

資
料
整
理
日
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

☆
貸
出
冊
数
お
よ
び
期
間

煙
図
書
は
１
人

冊
、
２
週
間

１２

「
た
ま
ゆ
ら
の
愛
」

藤
田
宜
永

煙
児
童
書

「
だ
い
す
き
、
パ
パ
！
」

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
マ
イ
ケ
ル
・
キ
ン
グ

「
ジ
ョ
ニ
ー
の
か
た
や
き
パ
ン
」

ロ
バ
ー
ト
・
マ
ッ
ク
ロ
ス
キ
ー

「
恐
竜
が
く
れ
た
夏
休
み
」
は
や
み
ね
か
お
る

「
ね
こ
の
根
子
さ
ん
」
あ
さ
の
あ
つ
こ

「
む
し
ば
い
っ
か
の
お
ひ
っ
こ
し
」

に
し
も
と
や
す
こ

６
月
・
７
月
の
図
書
館
行
事

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

６
月

日
（
土
）

１３

７
月

日
（
土
）

１１

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

６
月

日
（
土
）

２７

※
６
月

日
（
土
）
が
図
書
館
の
特

２０

別
資
料
整
理
日
で
休
館
の
た
め

日
２７

に
変
更
し
て
い
ま
す
。

７
月

日
（
土
）
い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

１８

うみのダンゴムシ・やまの
ダンゴムシ 皆越ようせい
砂浜にすむハマダンゴムシは
模様が色々。森や林にすむコ
シビロダンゴムシは落ち葉な
どを食べる森のそうじ屋さん。
そして町にいるオカダンゴム
シにもいろんな秘密が…。ダ
ンゴムシの生態を写真で紹介
します。

いっぱいのおめでとう
狩野富貴子
みこちゃんが、幼稚園でつ
くったこばこを持って帰る途
中、まっしろねこや、まっし
ろいぬが、「まった！」と、み
こちゃんを通せんぼ。そのこ
ばこをくれないとここを通さ
ないと言われて…。心温まる
絵本。

レッドゾーン上
真山仁
１兆５０００億ドルの外貨準備高
を元手に、中国が立ち上げ
た国家ファンド。標的は、日
本最大の自動車メーカー・ア
カマ自動車。買収者として白
羽の矢が立ったのは、日本に
絶望した“サムライ”鷲津政
彦だった…。

せいろで蒸す
岩﨑啓子
無限に広がるせいろ料理は驚
きに満ちていて、感動的なお
いしさ。トマトの肉詰め蒸し、
なすの中華香味だれ、蒸し麻
婆豆腐、豚肉の黒ごま蒸しな
ど、せいろを使ったレシピ４９
を紹介。

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

Ｑ
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
が
届
い
た
の
で

す
が
。

Ａ

平
成

年
４
月
よ
り
、
国
民
年
金
・

２１

厚
生
年
金
の
現
役
加
入
者
の
方
に
対
し

て
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
の
送
付
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
は
、

誕
生
日
月
に
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ

れ
ま
す
。

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
で
は
、

煙
こ
れ
ま
で
の
年
金
加
入
期
間
と
加
入
履
歴

煙
加
入
実
績
に
応
じ
た
年
金
見
込
額

煙
こ
れ
ま
で
の
年
金
保
険
料
の
納
付
額

煙
月
ご
と
の
年
金
保
険
料
の
納
付
状
況

な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
に
よ
り
年
金
記

録
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
年
金
記
録
に

「
も
れ
」
や
「
誤
り
」
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
同
封
の
回
答
票
に
て
、
ご
回
答
を
お

願
い
し
ま
す
。

皆
様
の
大
切
な
年
金
記
録
を
正
し
い

も
の
に
す
る
た
め
、「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

に
よ
る
年
金
記
録
の
ご
確
認
に
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
ご
不
明
な
点
は
、「
ね
ん
き
ん

定
期
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」０
５
７
０
ー
０

５
８
ー
５
５
５
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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ごみ収集日程表（6月11日～7月10日）

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（TEL８２‐6168）まで

し尿収集日程

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、東
松ヶ花、茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷

⑨６月１２日
７月３日

阿弥陀寺、西南組、東南組、前川、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平⑩６月１５日
７月６日

内垣内、奥西、帽子田、下川、判ノ地、石名田、高橋、谷村、宮ノ後、
天王山、蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、浜、上ノ浜

⑪６月１６日
７月７日

安堵山、起、佃、平山、新四郎山、中島、西垣内、中垣内、東垣内⑫６月１７日
７月８日

里、玉ノ井、西高月、東高月、清水、栢ノ木、中溝、西山、尾ノ山、山
縁、田村新田

⑬６月１８日
７月９日

川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、柏原、南玉水、久保、渋川、段
ノ下、扇畑、浜田、橋ノ本

⑭６月１９日
７月１０日

梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ阪、宮ノ本、西前田、北開、北溝、
南溝、下赤田、上赤田、鳥休、柴木田

⑮６月２２日

★ごみは、朝９時までに出してください。

★カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は中身の見える袋で出してください。

★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別袋にして出してください。

★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL８２‐6168）してください。（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・

洗濯機・エアコン・パソコンは除きます）

※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール・紙パックごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

その他
発 泡
トレー等

ペット
ボトル

粗大ごみビンカン燃やすごみ
区 分

地 区

水曜日
６月２３日

７月７日
６月２５日６月１８日７月２日

６月１１日

７月９日
火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

水曜日
６月１６日
６月３０日

６月２６日６月１８日７月３日
６月１２日

７月１０日
月・木曜日

玉 水 区

石 垣 区

高 月 区

水曜日
６月１７日
７月１日

６月２５日
６月１１日

７月９日
７月２日６月１９日火・金曜日上 井 手 区

水曜日
６月２４日
７月８日

６月２５日
６月１１日

７月９日
７月２日６月１８日火・金曜日多 賀 全 区

第1回剪定枝チップ化物実費配布のお知らせ

配布対象／宇治市・城陽市・八幡市・久御山町・宇治田原町・井手町に在勤または在住者
配布期間／７月９日（木）～１５日（水）【土・日も配布】午前９時～午後４時（正午～午後１時を除く）
配布場所／エコ・ポート長谷山（℡５８‐０５５０）、クリーンピア沢（℡０７５‐６３１‐０８３５）、折居清掃工場（℡２０‐

４７９９）
配布方法／指定専用袋（約４０ℓ）に各自で詰め込み
配布料金／１袋あたり１００円（袋代込）。以前購入した袋持参の場合は１袋５０円。
そ の 他／雑草抑制などに効果のあるマルチング材として利用可。量に限りあり。
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料理教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
ペン習字（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、賀泉苑)

木6/11

大正琴（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
３歳児健診（受付：午後１時～１時半、保健センター）
太極拳（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
天文台公開（午後８時～９時半、山吹ふれあいセンター）

金12

ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～１１時半、町内）
和太鼓【サークル】（午後１時半～、いづみ人権交流センター）
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）
山吹ふれあいコンサート（午後１時半～３時半、自然休養村管理センターホール）

土13

町民ゲートボール大会（午前８時半～、井手町ゲートボール場）日14
心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）月15
ゆっくり学べるパソコン教室（午後２時半～５時、午後６時半～９時、いづみ人権交流センター）火16
生き生きふれあいサロン【涼しい夏のお菓子】（午後１時半～、玉泉苑）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）
ボクサビクス教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）

水17

木18
金19

ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～１１時半、町内）
和太鼓教室（午後１時半～、いづみ人権交流センター）土20

日21
行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）
無料法律相談(午後２時～４時、玉泉苑）
手芸教室【トールペイント】（午後６時半～９時、いづみ人権交流センター）

月22

こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
ペン習字（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）
ＢＣＧ（受付：午後２時～２時４５分、保健センター）
ゆっくり学べるパソコン教室（午後２時半～５時、午後６時半～９時、いづみ人権交流センター）

火23

水24
わくわく広場（午前９時半～正午、玉泉苑）
楽笑健康づくり教室（午後１時半～３時、保健センター）
手芸教室【ビーズ】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

木25

大正琴（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
総合健康相談（午後１時半～３時、保健センター）

金26

ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～１１時半、町内）
和太鼓【サークル】（午後１時半～、いづみ人権交流センター）
親と子の絵本の会（午後２時～、山吹ふれあいセンター）

土27

町民ボウリング大会（午前９時半～、スーパーボウル城陽）日28
いづみふれあい学級（午後１時半～午後３時、いづみ人権交流センター）月29
ゆっくり学べるパソコン教室（午後２時半～５時、いづみ人権交流センター）火30
無火災デー防火パレード
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）
パワーヨガ教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）

水7/1

山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）木2
手芸教室【トールペイント】（午後６時半～９時、いづみ人権交流センター）金3
子ども会交流大会（午前１０時～１１時半、山城勤労者福祉会館）
和太鼓教室（午後１時半～、いづみ人権交流センター）土4

日5
１歳半健診（受付：午後１時～１時半、保健センター）
心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）月6

ゆっくり学べるパソコン教室（午後２時半～５時、いづみ人権交流センター）火7
育児相談（受付：午前９時半～１０時半、西部公民館）
パワーヨガ教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）水8
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、賀泉苑）
手芸教室【ビーズ】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）木9
大正琴（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
井手玉川大学（午後１時半～３時、自然休養村管理センターホール）

金10

〈
婚
姻
〉

妻夫住所

松 安 陽 子山 口 誉多賀

大 本 美 香髙 橋 俊 之井手

谷 田 泉二 滝 謙 介多賀

山 下 千 尋米 川 義 信井手

（４月２０日から５月１９日までの届出分・敬称略）

〈
出
産
〉

届出人赤ちゃん住所

裕 明夏 純
か すみ

市 場井手

圭 司陽 菜
ひ な

西 尾井手

潤結 子
ゆう こ

上 西井手

（４月２０日から５月１９日までの届出分・敬称略）

公共施設電話番号一覧
電話番号名 称

0774－82－6161総 務 課
0774－82－6162企画財政課
0774－82－6163税 務 課
0774－82－6164住民福祉課
0774－82－6165高齢福祉課
0774－82－6166保健医療課
0774－82－6167建 設 課
0774－82－6168産業環境課
0774－82－6169上下水道課
0774－82－6171会計課
0774－82－6172議会事務局
0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－2232子育て支援センター
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署 井手分署
0774－82－2001代 表 番 号井手町役場
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